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『
大
華
厳

一
乗
法
界
図
註
』
は
新
羅

の
義
湘
大
師
 
(六
二
五
-
七
〇

二
)
が
著
述
し
た

『
華
厳

一
乗
法
界
図
』
を
雪
琴
 
(
一
四
三
五
-

一
四
九

三
)
 が
註
解
し
た
も
の
で
あ
る
。
義
湘
の
法
界
図
は
現
存
す
る
華
厳
学

中
の
唯

一
な
る
著
述
で
あ
り
、
彼
が
入
唐
修
学
の
際
に
著
述
し
た
も
の

で
あ
る
。

こ
の
法
界
図
を
註
解
し
た
雪
琴
の
立
場
は
、
朝
鮮
初
期
仏
教

に
お
け

る

一
傾
向
を
示
し
て
い
た
禅
的
に
と
ら
え
た
と
こ
ろ
に
特
色
が

あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

雪
琴
は
、
法
界
図
註
釈
の
動
機
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「法
界
図
は
、

一
海
印
図
を
以
て
無
辺
之
教
を
円
摂
し
た
」
と
前
提

し
、
「
義
湘
が
こ
の
図
を
始
製

し
て
、
三
世
間
十
法
界

の
荘
厳
無
尽
之

義
を
あ
ら
わ
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
後
世
の
学
者
た
ち
は
、
こ
れ
を
重

演
流
布
し
な
が
ら
、
表
面
的

・
教
綱
的
解
釈
傾
向
で
あ
る

『
記
録
砂
』

(
1
)

を
残
し
て
本
意
が
喪
失
さ
れ
た
」
と
い
う
。

禅
宗
は
、
教
宗
の
教
綱
的
解
釈
が
葛
藤
の
も
と
に
な
る
と
指
摘
し
、

教
宗
は
、

禅
宗

の
禅
は
禅

一
辺
倒
に
な
る
と
批
判
し
た
、
ま
た
、
理
は

通
達
し
な
が
ら
も
事
に
擬
し
、
事
は
通
達
し
な
が
ら
も
理
に
は
味
す
る

と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
禅
と
教
が
互
に
批
判
し
、
理
と
事
が
分
離
さ
れ

自
家
矛
盾
に
な

っ
た
と
き
、
義
湘
が
法
界
図
を
製
作
し
、
そ
の
円
融
な

る
本
来
面
目
を
示
し
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
ま
た
、
学
者
た
ち
が
各
自

表
面
的

・
教
綱
的
解
釈
を
し
て
本
意
を
臆
解
し
、
支
離
蔓
延
に
な

っ
て

し
ま
っ
た
と
批
判
す
る
。
以
上
の
如
く
雪
峯
は
、
禅
教

一
致
と
理
事
円

融

の
立
場
で
法
界
図
の
原
点
を
把
握
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

(2
)

更
に
、
「円
融
無
二
之
法
」
を

「固
体
守

一
之
物
」
に
変
質

さ
せ
た

と
批
判
す
る
こ
と
は
、
彼
の
華
厳
観
は
、
禅
と
円
融
無
二
に
融
合
し
な

が
ら
理
と
事
を

二
兀
的
に
と
ら
え
た
も
の
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

雪
琴
は
、
華
厳
思
想
の
核
心
を
、
法
性
と
い
う
意
味
に
よ
り
簡
明
に

み
て
い
る
。
義
湘
が
二
百
十
字

で
、
『
一
乗
法
界
図
』
を

も
っ
て
法
界

を
荘
厳
し
た
こ
と
を
例
証
し
な
が
ら
、
繁
多
な
る
教
綱
的
解
釈
を
批
判

し
て
い
る
。
玄

・
妙

・
心

・
性
と
説
明
す
る
が
、
義
湘
の

「未
吐

一
字

前
消
息
」
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
と
自
問
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
が
そ
の

(
3
)

消
息
を
教
し
え
て
や
ろ
う
と
、
自
信
に
満
ち
た
表
現
を
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
雪
琴
の
華
厳
思
想
の
体
系
は
よ
り
簡
明
な
る
表
現
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を
通
じ

て
、
核
心
的
な
る
意
味
を
禅
的
に
と
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
頓
と
漸
、
円
と
別
の
関
係
は
仏
教
思
想
史
に
お
い
て
、
多

く
の
問
題
点
を
な
げ
か
け
る
問
題
で
あ
る
。
雪
峯
は
こ
の
よ
う
な
問
題

を
、
頓

中
漸
、
漸
中
頓
、
円
中
別
、
別
中
円
、
大
用
現
前
、
殺
活
自
由

(
4
)

等
、
簡

明
に
あ
か
し
て
い
る
。

前
述

し
た
通
り
雪
峯
は
、
禅
と
教
は

一
致
で
あ
る
と
み
る
の
み
で
な

く
、
禅

と
教
は
相
扶
助
的
な
立
場
で
あ
る

と
い
う

て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
「言

者
心
之
発
也
、
心
者
言
之
宗
也
」

↑と
み
て

い
る
。
円
融

の
法

は
、
本

来
、
名
相
は
な
い
け
れ
ど
、
言
句
を
借
り
れ
ば
経
論
に
な
り
、

経
論
が
な
け
れ
ば
円
融
な
る
法
を
閾
明
で
き
な
い
の
で
、
経
論
と
い
う

も
の
は
円
融
法
性
の
同
規
で
あ
り
な
が
ら
、
三
世
諸
仏
の
大
意
に
な
る

(
5
)

と
い
う
。

し
か
し
、
彼
は
、
経
論
の
繁
多
な
る
教
綱
的
解
釈
を
重
視
し

な
い
。
故

に
、
『
法
界
図
』

の
各
句
節
の
末
尾
に
は
禅
的
表
現

で
も

っ

て
帰
結

を
な
し
て
い
る
。

以
上
、

雪
琴
の

『
法
界
図
』
の
動
機
と
華
厳
思
想

の
核
心
を
、
『
法

界
図
』
序

を
中
心
に
し
て
推
察
し
て
み
た
。
次
に
、
彼
の

『
法
界
図
』

各
句
節

の
解
釈
に
あ
ら
わ
れ
た
華
厳
思
想
の
核
心
を
さ
ぐ
る
こ
と
に
し

て
み
る
。

『
法
界

図
』
各
句
節
に
つ
い
て
、
彼
の
、
現
象
的
、
真
俗
不
二
と
い

う
意
味

に
お
け
る
註
釈
の
要
点
と
、
各
句
節
の
華
厳
思
想
の
内
容
を
、

繁
多
な

る
教
綱
的
解
釈
で
な
い
禅
的
論
理
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

『
法
性

円
融
無
二
相
』
の
意
味
を
把
握
す
る

に
あ

た
り
、
彼
は
、

(6
)

「
青
山
緑
水
、
即
是
本
来
性
」
で
あ
る
と
端
的
に
規
定
し
て
い
る
。
こ

れ
は
現
実
肯
定
の
諸
法
実
相
の
意
味
を
よ
り
簡

明
に
あ
か
し
た
も
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
法
を
、
「
六
根
門
頭

森
羅

万
像
」
性
を
、
「
六
根
門

頭

常
常
受
用
」
と
い
う
の
は
、
現
実
肯
定
の
強
点
で
あ
る
。

「諸
法
不
動
本
来
寂
」
の
意
味
規
定
に
お
い
て
も
、
不
動
と
か
本
来

寂
を
、
本
来
性
的
で
あ
る
と
い
う
痕
跡
な
し
に
、
本
来
性
と
現
実
性
が

(
7
)

一
致
し
た
、
「不
動
縣
毫
合
本
然
」

の
境
地
と
み
て
い
る
。

「無
明
無
相
絶

一
切
」
は

一
面
、
言
語
道
断

し
心
行
処
が
滅
し
た
現

実
超
越

の
境
地
と
考
え
ら
れ
る
が
、
雪
琴
が
あ

か
し
た
、
「非
縁
起
、

非
証
分
」
と
い
う
意
味
か
ら
み
る
と
、
現
実
性

そ
の
ま
ま
を
、
如
何
と

(8
)

も
規
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
実
相
と
み
て

い
る
。

「
証
智
所
知
非
余
境
」
に
お
い
て
も
、
証
智

と
所
知
と
の
関
係
を
、

(
9
)

証
智
境
と
世
間
境
が
同
じ
で
あ
る
か
、
異
な
る

の
で
あ
る
か
と
自
問
し

な
が
ら
禅
的
な
表
現
で
も

っ
て

二
兀
化
の
意
味
を
な
し
て
い
る
。

「真
性
甚
深
極
微
妙
」
に
お
い
て
、
法
性
と
真
性
の

二
兀
的
観
点
を

雪
琴
は
、
禅
的
に
表
現
し
て
い
る
、
蔵
人

(小
乗
)
は
竪
看
し

て
真
と

妄
を
区
別
す
る
に
対
し
て
、
円
頓
機
中
に
お
い
て
は
、
横
看
し
て
真
妄

無
別
に
み
る
が
、
真
妄
無
別
と
い
う
執
着
す
ら
も
、

一
段
階
、

お
よ
ば

(
1
0)

ぬ
と
指
摘
し
、
不
竪
不
横
を
強
調
す
る
。

『
不
守
自
性
随
縁
成
』
に
お
い
て
、
本
来
華
厳
学
に
お
い
て
は
、
本

来
的
自
性
と
現
実
的
な
る
随
縁
を

一
切
法
無
自

性
と
、
理
事
無
碍
の
原

理
で
も

っ
て
、

一
体
と
み
る
も
の
で
あ
る
が
、
雪
峯
は
、
さ
ら
に
、

一

朝
鮮
朝
初
期
雪
琴

の
法
界
図
註
釈

(
韓
)
 

一
七
三
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一
七

四

切
法
無
性
と

一
切
性
無
住
の
原
理

で
も

っ
て
、
無
住
で
あ
る
す
な
わ

ち
、
無
体
で
あ
り
、
無
体
で
あ
れ
ば
随
縁
不
碍
と
い
っ
て
実
体
観
念
を

徹
底
的
に
排
撃
し
、
髄
縁
不
碍
で
あ
る
が
故
に
、
不
守
自
性

で
も

っ
て

(な
)

(
1
1)

十
方
三
世
が
、
そ
の
ま
ま
成
し
て
い
る
と
い
う
、

こ
こ
で
は
如
何
な
る

固
定
し
た
実
体
観
念
も
徹
底
的
に
超
越
し
て
い
る
。
実
体
観
念
を
乗
り

越
え
て
現
象
が
実
相
に
み
え
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

「
一
中

一
切
多

中

一
」
と

「
一
即

一
切
多
即

二

に
お
い
て
均
如

は
、

一
中

一
切
多
中

一
を
因
果
道
理
門
の
理
で
あ
る
と
、

一
即

一
切
多

(
1
2)

即

一
を
徳
用
自
在
門
の
用
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
雪
琴
は
、
不
守

自
性
の
無
自
性
の
原
理
と
直
結
さ
せ

一
中

一
切
多
中

一
を

一
申

一
切
多

不
碍
於

一
に
意
味
づ
け
、

一
即

一
切
多
即

一
を
縁
生
無
住
、
因
果
同
時

(
1
3)

に
意
味
づ
け
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
雪
謬
は
、
中
門
と
即
門
を
内

容
面
か
ら

一
致
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

「理
事
冥
然
無
分
別
」
を
雪
零
は
、
不
守
自
性
随
縁
成
の
原
理
を
適

用
し
て
、
縁
起
時
、

的
的
無
性
し
、
無
性
処
、
常
常
縁
起
す
る
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
。

「是
故
行
者
還
本
際
」
は
、
本
際
を
知

る
か
な
、
禅
を
問

わ
れ
た

ら
、
禅
が
妄
に
な
り
、
真
理
を
も
と
め
た
ら
、
真
理
す
ら
も
親
し
む
べ

(
1
4)

か
ら
ず
、

正
し
く
悟

っ
た
と
い
え
ど
も
、
眼
裡
塵
で
あ
る
と
指
摘
し
、

別
に
本
際

を
真
と
み
と
め
、
現
実
を
妄
と
み
と
め
、
妄
を
捨
て
、
真
を

も
と
め
る

こ
と
は
修
行
方
法
的
意
味
で
あ
る
。
と
雪
琴
は
、

こ
の
よ
う

に
徹
頭
徹

尾
、
真
、

妄
を

二
兀
的
に
み
て
、
そ
の

二
兀
と
い
う
痕
跡
す

ら
も
の
り
こ
え
る
よ
う
と
す
る
。

「巨
息
妄
想
必
不
得
」
は
、
均
如
は
匪
磨
而

円
明
等
覚
義
と
対
治
修

(
1
5)

証
之
義
に
二
分
し
て
対
治
修
証
主
義
の
立
場
を
取

っ
て
い
る
が
、
雪
琴

は
、
三
世
諸
仏
が
屍
体
を
守
る
鬼
神
で
あ
り
、
歴
代
の
禅
師
が
お
ろ
か

な
凡
夫
で
あ
る
、
仏
と
菩
薩
が
説
き
、
三
世

一
時
説
と
い
え
ど
も
、
湯

(
1
6)

水
の
わ
く
音
に
過
ぎ
ぬ
と
、
喝
破
し
、
妄
想
を
息
む
と
い
う

こ
と
は
、

現
実
的
妄
の
立
場
か
ら
、
本
来
的
な
る
真
を
も
と
め
る

一
つ
の
方
法
で

あ
る
と
。
さ
ら
に
、
真
を
も
と
め
真
に
い
た
れ
ば
、
既
に
真

・
妄

の
痕

跡
は
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
真

と
い
う
こ
と
ま
で
す
ら
、
放
下
し
た
と

こ
ろ
に
、
正
に
真
の
姿
が
現
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
現
実
の
妄
を
、
真

・

妄
二
元
に
み
る
の
で
は
な
く
、

二
兀
的
に
、

一
境
地
に
達
観
し
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
、
華
厳
思
想
の
特
色

で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う

な
意
味
か
ら
し
て
、
雪
琴
は
義
湘
の
真
髄
を
よ
く
了
解
し
た
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
く
雪
琴
の

『
法
界
図
註
』
に
あ
ら
わ
れ
た
現
象
か
ら
実
相

を
徹
見
す
る
法
性
円
融
の
意
味
を
さ
ぐ

っ
て
み
た
。
雪
琴
の
註
釈
は
華

厳
思
想
の
核
心
を
、
簡
明
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
、
生
動
す
る
面
に

あ
か
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
故
に
、
均
如

の
註
釈
が
教
学
的
で
あ

る
と
い
え
る
な
ら
ば
、
雪
琴
の
註
釈
は
禅
的
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
。1
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